
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
藤
原
先
生
か
ら
理
事
長
と
い

う
職
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と

は
、
大
変
光
栄
な
事
で
は
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
そ
の

責
任
の
重
大
さ
と
言
い
ま
す

か
、
期
待
に
本
当
に
応
え
ら
れ

る
か
非
常
に
重
く
受
け
止
め
な

が
ら
、
香
川
医
療
生
協
の
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
、
緊
張

感
を
持
っ
て
引
き
受
け
て
い
る

状
況
で
す
。

仲
亀　
香
川
医
療
生
協
に
入
職

さ
れ
て
か
ら
、
事
業
所
の
利
用

者
の
方
、
組
合
員
と
の
関
わ
り

で
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
？

北
原　
平
和
病
院
を
始
め
香
川

医
療
生
協
で
医
師
と
し
て
働
く

と
い
う
こ
と
は
、
事
業
所
の
利

用
者
の
方
や
地
域
の
組
合
員
の

方
と
本
当
に
長
い
お
付
き
合
い

に
な
る
と
い
う
、
医
師
と
し
て

も
や
り
が
い
に
通
じ
る
と
い
う

こ
と
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
平
和
病
院
で

整
形
外
科
の
研
修
を
行
っ
て
い

た
時
に
、
骨
折
し
て
私
が
主
治

北
原
孝
夫
理
事
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
聞
き
手
：
仲
亀
昌
身
・「
み
ん
な
の
健
康
」
編
集
委
員
会
委
員
長
）

仲
亀　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
原　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

仲
亀　
昨
年
６
月
の
第
52
回
総

代
会
で
、
15
年
間
理
事
長
を
務

め
ら
れ
た
藤
原
前
理
事
長
に
代

わ
っ
て
、
高
松
協
同
病
院
の
北

原
孝
夫
院
長
が
理
事
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
北
原
理

事
長
の
簡
単
な
自
己
紹
介
を
お

願
い
で
き
ま
す
か
。

北
原　
私
は
、
１
９
９
９
年
に

香
川
医
科
大
学
（
現
在
の
香
川

大
学
医
学
部
）
を
卒
業
、
香
川

医
療
生
協
に
就
職
し
、
高
松
平

和
病
院
で
研
修
を
始
め
ま
し

た
。
研
修
を
５
年
間
ぐ
ら
い

行
っ
た
後
に
善
通
寺
診
療
所
の

所
長
と
し
て
勤
務
、
そ
の
後
再

び
平
和
病
院
の
方
に
戻
り
、
平

和
病
院
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病

棟
を
立
ち
上
げ
る
中
心
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
協
同
病
院

が
45
床
か
ら
85
床
に
増
床
し
た

時
に
協
同
病
院
に
異
動
し
、

２
０
１
６
年
に
協
同
病
院
の
院

長
に
就
任
、
昨
年
の
総
代
会
後

の
理
事
会
で
理
事
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
て
、
今
に
至
っ
て
い
ま

す
。

仲
亀　
長
く
理
事
長
を
務
め
ら

れ
た
藤
原
前
理
事
長
か
ら
バ
ト

ン
を
受
け
継
い
た
心
境
は
い
か

が
で
す
か
？

北
原　
実
は
私
が
学
生
の
時
か

ら
藤
原
前
理
事
長
に
は
、
心
電

図
の
勉
強
会
と
か
色
々
な
指
導

「ご家族で組合員の方の転居やご逝去の場合、各種変更手続きが必要です」【連絡先：事業部　☎087-833-8956】

TEL（087）833-8115
TEL（087）888-7172
TEL（087）812-5331
TEL（087）812-6301

組 合 員 活 動 部
高松南組合員センター
高松東組合員センター
本 部

組合員数／ 49,611人　出資金額／ 945,918千円
一人平均出資金額／ 19,066円（2021年11月30日現在）

ホームページ　http :  //www.kagawa.coop/
機関紙・支部ニュースは、左のQRコードからご覧頂けます。

発行責任者／小池康有　編集／機関紙編集委員会
〒760-0073 高松市栗林町1-3-24冬

2022

第246号

「
み
ん
な
の
健
康
」
秋
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
昨
年
６

月
に
香
川
医
療
生
協
の
理
事
長
、
10
月
に
高
松
平
和
病
院
の
院
長
が

交
代
し
、
新
し
く
北
原
孝
夫
理
事
長
、
原
田
真
吾
院
長
が
就
任
し
ま

し
た
。
お
二
人
に
、
こ
れ
か
ら
の
香
川
医
療
生
協
の
バ
ト
ン
を
引
き

継
い
で
の
心
境
、
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
、「
み
ん
な
の
健
康
」
編
集

委
員
会
の
仲
亀
昌
身
委
員
長
、
高
松
平
和
病
院
事
業
所
利
用
委
員
会

の
川
西
美
佐
子
委
員
長
が
お
聞
き
し
ま
し
た
。

栗林公園にて掬月亭をバックに（左から、仲亀昌身「みんなの健康」編集委員会委員長、北原孝夫理事長、
原田真吾高松平和病院院長、川西美佐子高松平和病院事業所利用委員会委員長）

い
の
ち
輝
く
社
会
の
実
現
へ

次
代
の
香
川
医
療
生
協
を
切
り
拓
く

（
4
面
に
つ
づ
く
）

新 春
インタビュー
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医療生協のとりくみに「ちょっとだけボランティア」して頂ける方、まずは、ご連絡ください【組合員活動部　☎087-833-8115】

各ブロックからの
新年のご挨拶

コロナに負けない体操	 体つくり隊�

移動能力の低下を防ぐためには、息が弾み汗
をかく程度の運動（例えば、ラジオ体操や速め
のウォーキングなど）を30分以上、週2回程度
行うことが望ましいそうです。
今日は日本整形外科学会が紹介しているロコ
トレを紹介しようと思います。

高松平和病院
理学療法士　六車 知佳

高松平和病院
理学療法士　天野 雄太

片足立ち　左右とも20秒程度で１セット、１日３セット

２．床につかない程度に、片脚をあげま
す。

１．転倒しないように必ずつかまるもの
がある場所に立ちます（テーブルなど）

2021年もコロナ禍が続いた1年でしたが、各ブロック・
支部で工夫しながら、できる活動に取り組みました。秋の生
協強化月間では、仲間増やしで1ブロック、出資金増やしで
5ブロックが年度・強化月間目標を達成しました。

高松中央ブロック
高松中央ブロックの2022年の課題は、

準備支部になった城内支部、地域となった
桜楠支部の復活！
地域のコミュニティセンターなどで、香

川医療生協40周年記念DVDなどを活用し
て、医療生協を紹介するイベントをブロッ
ク全体で取り組もう！と思ってます。

高松東ブロック
今年も高松東ブロック9支部長さんたち

とスタッフで、スクラムを組み、前進しま
す。
「一人はみんなのために、みんなは一人
のために！」「昨日よりも今日が、さらに
明日がより一層意欲的に生きられる」その
ような社会の実現をめざして共にガンバリ
ます!!

中西讃ブロック
今年は、「壬寅（みずのえとら）」となり
ます。「壬寅」は厳しい冬を越えて、芽吹
き始め、新しい成長の礎となるという意味
と捉えることができます。
組合員活動においては、長かった新型コ
ロナ感染拡大による様々な制約を乗り越
え、新しい組合員活動を展開していく礎と
なる年になるよう皆様と共に活動していき
たいと思います。

東讃ブロック
昨年は、つながりづくりの継承を主に、
全支部上げて春先から取り組み、健康チャ
レンジ教室やウォキング教室など生活習慣
の改善行事等お誘いを行い、新しい担い手
さんが誕生しました。
本年も組合員と事業所職員が協力して、
フレイル予防や助け合い、平和を考える行
事、mikiカフェ等温かい雰囲気をより一層
高めながら、医療生協らしいつながりづく
りを増やしていければと願います。

高松西ブロック
昨年は、少しずつ外に出ようと引田城
跡、塩江、太古の森などに出かけて、学習
と散策を楽しみました。秋には、困ってい
る学生を支援しようとバザーを実施し、売
上金を寄付しました。強化月間では、名義
変更、担い手探し、増資、署名と工夫して
取り組みました。
今年も楽しくいろいろな活動に取り組み
ながら、医療生協の輪を広げていきたいと
思います。

高松南ブロック
高松南ブロックでは、10月に「はーも
にーカフェ」を約2年ぶりに開催しまし
た。久々にみんなが顔を合わせ、再会に笑
顔があふれていました。また、秋のWHO
ウォーキングでは、史跡探訪をして楽しみ
ました。
これからも楽しい活動を通じて、新しい
仲間を誘いながら、健康で明るいまちづく
りを広げていきます。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
５
番
目
の
目
標

は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
達

成
し
、
す
べ
て
の
女
性
と
女
児

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
図

る
」
で
す
。

そ
の
達
成
目
標
の
う
ち
、

５・
５
は
「
政
治
、
経
済
、
公

共
分
野
で
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル

の
意
思
決
定
に
お
い
て
、
完
全

か
つ
効
果
的
な
女
性
の
参
画
及

び
平
等
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

機
会
を
確
保
す
る
」
で
す
。

私
た
ち
の
組
織
の

女
性
参
画
の
現
状
は
？

5
月
開
催
の
第
32
回
香
川
民

医
連
総
会
で
、
新
し
い
会
長
に

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
大
西
和
子
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
民

医
連
結
成
以
来
、
女
性
会
長
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。
全
国
を

調
べ
て
み
る
と
、
各
都
道
府
県

民
医
連
に
47
人
の
会
長
が
い
ま

す
が
、
女
性
会
長
は
３
人
で

す
。
医
療
福
祉
生
協
連
加
盟

１
０
３
生
協
中
、
女
性
理
事
長

は
３
人
、
女
性
専
務
は
６
人
で

す
。
や
は
り
、
ト
ッ
プ
は
男
性

優
位
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

一
方
、
医
療
福
祉
生
協
連
理

事
会
は
、
37
人
の
理
事
中
、
女

性
は
9
人
で
約
24
％
で
す
。
全

日
本
民
医
連
理
事
会
は
、
女
性

比
率
が
約
25
％
で
す
。
ど
ち
ら

の
理
事
会
も
選
出
規
定
に
女
性

比
率
に
関
す
る
定
め
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
奇
し
く
も
一
致
し
て

い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
選
出
過
程

で
ど
ち
ら
の
組
織
も
女
性
比
率

を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
る
到

達
点
で
す
。

地
域
で
は
ど
う
か
、
２
０�

２
０
年
度
末
の
医
療
福
祉
生
協

連
の
会
員
生
協
理
事
総
数
は

２
６
５
８
名
で
女
性
理
事
は

１
１
６
７
名
、
約
44
％
で
す
。

草
の
根
で
は
女
性
進
出
が
す
す

ん
で
い
る
が
、
ト
ッ
プ
は
男
性

優
位
（
？
）
と
見
え
ま
す
。

背
景
に
あ
る社

会
の
縮
図
の
反
映

そ
の
理
由
に
つ
い
て
少
し
考

え
て
み
ま
し
た
。
全
国
の
医
療

福
祉
生
協
の
理
事
長
は
大
半
が

医
師
で
、
50
歳
代
ま
た
は
60
歳

代
が
中
心
で
す
。
こ
の
年
代
の

医
師
は
そ
も
そ
も
男
性
が
多
い

た
め
、
結
果
と
し
て
理
事
長
も

男
性
が
多
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
１
９
７
９
年
医
学
部

卒
で
す
が
、
ク
ラ
ス
の
女
性
は

一
割
未
満
で
し
た
。
医
師
以
外

の
方
が
理
事
長
の
場
合
で
も
、

退
任
後
の
大
学
教
授
、
退
任
後

の
自
治
体
関
係
者
（
市
長
、
労

働
組
合
幹
部
）
な
ど
が
多
い
の

が
実
態
で
す
。
い
ず
れ
も
男
性

優
位
の
社
会
の
反
映
で
す
。

結
局
、
社
会
の
縮
図
の
反
映

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
い
ま
、
医
学
部
で
は
女

性
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
日
本
労
働
組
合
総
連
合
も

女
性
が
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
女
性
が
大
半
の
看
護
師

の
世
界
で
も
、
２
０
１
７
年
に

日
本
看
護
協
会
の
副
会
長
に
男

性
が
初
め
て
就
任
し
ま
し
た
。

社
会
は
変
わ
っ
て
い
る
の
で

す
。「
女
性
が
○
○
に
就
任
」

と
い
う
の
が
「
ニ
ュ
ー
ス
」
に

な
ら
な
い
時
代
に
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

求
め
ら
れ
る「
女
性
の
参
画
」と

「
平
等
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

10
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選

挙
で
は
、
当
選
し
た
女
性
議
員

の
比
率
は
９・
７
％
で
公
示
前

の
10
・
１
％
を
下
回
り
ま
し

た
。
30
人
以
上
が
立
候
補
し
た

政
党
別
で
み
る
と
、
比
率
ト
ッ

プ
は
共
産
党
で
35
・
４
％
に
対

し
、
議
席
を
増
や
し
た
維
新
の

会
が
14
・
６
％
、
与
党
の
自

民
党
が
９・
８
％
、
公
明
党
が

７・
５
％
で
す
。
候
補
者
が
少

な
け
れ
ば
議
員
が
少
な
い
の
は

当
然
で
し
ょ
う
。
候
補
者
選
定

の
会
議
メ
ン
バ
ー
に
女
性
が
半

数
い
た
ら
、
変
わ
っ
て
い
く
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

達
成
目
標
の
、
５・
１
は

「
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
け
る
全

て
の
女
性
及
び
女
児
に
対
す
る

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
を
撤
廃

す
る
」。
具
体
的
に
は
な
か
な

か
思
い
つ
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

は
私
が
男
性
だ
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
女
性
の
視
点
で
指
摘
が

必
要
、「
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の

意
思
決
定
」
に
「
女
性
の
参

画
」
と
「
平
等
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

機関紙の受け取り方の変更、停止できます【☎︎087-833-8115】①ホームページで見る　②ご自宅に2部届く　③転居や死亡　など

「
女
性
が
○
○
に
就
任
」が

「
ニ
ュ
ー
ス
」に
な
ら
な
い
時
代
に

第４回

善
通
寺
診
療
所
所
長　
藤
原
高
明

医
S
療
D
生
G
協
s
と

コロナに負けない体操	 体つくり隊�

スクワット　５～６回で１セット、１日３セット

２．お尻を後ろに引くように、２～
３秒間かけてゆっくりと膝をま
げ、ゆっくり元に戻ります。

※スクワットができない場合は。イ
スに腰かけて立ち座りの運動を
行います

１．足を肩幅に広げて立ちます。
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に
進
め
て
、
地
域
の
中
で
医

療
・
介
護
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
中
心
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
、
感
染
症
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
い
う
特
殊
な
中
で
は

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
私
た
ち

自
身
も
実
感
で
き
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
、
医
療
福
祉
生
協

連
も
取
り
組
ん
で
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
問
題
に
つ
い
て
、
例
え
ば

気
候
変
動
の
問
題
で
あ
る
と

か
、
公
平
公
正
な
社
会
の
実
現

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
土
台
に

は
平
和
で
あ
る
と
か
、
憲
法
の

問
題
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
土
台
の
も
と

に
、
先
程
言
っ
た
よ
う
な
活
動

を
通
じ
て
、
私
た
ち
自
身
が
あ

ら
た
め
て
自
分
達
の
存
在
意
義

を
確
認
で
き
る
大
き
な
機
会

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
地
域
の
組
合
員
の

方
と
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
や
新

５
ヵ
年
計
画
の
達
成
を
目
指
し

て
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
こ

と
、
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
組
合

員
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

仲
亀　
「
い
の
ち

輝
く
社
会
」「
誰

も
が
健
康
で
居
心

地
よ
く
く
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
香
川
医

療
生
協
が
発
展
で
き
る
よ
う
、

北
原
理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

原
田
真
吾
院
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
聞
き
手
：
川
西
美
佐
子
・
高
松
平
和
病
院
事
業
所
利
用
委
員
会
委
員
長
）

川
西　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

原
田　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

川
西　
原
田
院
長
は
私
の
主
治

医
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
よ
く

存
じ
上
げ
て
い
ま
す
が
、
ご
存

じ
な
い
組
合
員
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
簡

単
な
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま

す
。

原
田　
大
阪
府
出
身
で
予
備
校

ま
で
大
阪
で
過
ご
し
、
香
川
医

科
大
学
（
現
：
香
川
大
学
医
学

部
）
に
入
学
。
香
川
医
療
生
協

の
様
々
な
企
画
に
参
加
す
る
中

で
、
２
年
生
の
時
に
香
川
医
療

生
協
の
奨
学
生
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
に
大
学
を
卒
業

後
、
香
川
医
療
生
協
に
入
職
。

高
松
平
和
病
院
で
初
期
研
修
を

開
始
し
、
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で

平
和
病
院
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

川
西　
昨
年
10
月
に
大
ベ
テ
ラ

ン
の
蓮
井
前
院
長
か
ら
バ
ト
ン

を
引
き
継
い
だ
訳
で
す
が
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
か
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
す
か
？

原
田　
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
な
い

と
言
え
ば
噓
に
な
り
ま
す
が
、

不
思
議
な
ほ
ど
あ
ま
り
感
じ
て

は
い
な
い
と
い
う
の
が
本
当
の

と
こ
ろ
で
す
。

川
西　
私
は
平
和
病
院
が
、
組

合
員
が
利
用
し
た
い
と
思
え
る

病
院
に
し
た
い
と
の
思
い
で
、

長
く
事
業
所
利
用
委
員
会
に
関

わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
の
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
み
な

医
に
な
っ
て
担
当
し
た
患
者
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す

が
、
平
和
病
院
か
ら
善
通
寺
診

療
所
に
異
動
し
て
か
ら
、
ま
た

そ
の
方
の
往
診
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
あ
ら
た
め
て
患
者
さ
ん

ご
本
人
や
ご
家
族
と
も
再
会
を

喜
び
合
い
、
色
々
な
所
で
縁
が

繋
が
っ
て
い
く
ん
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
香
川
医
療
生
協
で
働

く
医
師
と
い
う
の
は
、
地
域
に

根
差
し
た
医
療
を
し
た
い
と
い

う
思
考
が
強
い
と
思
う
ん
で
す

が
、
そ
こ
に
非
常
に
マ
ッ
チ
し

た
と
い
う
と
変
で
す
が
、
印
象

に
残
る
出
来
事
で
、
そ
う
い
う

こ
と
が
香
川
医
療
生
協
の
事
業

所
の
中
で
長
く
医
師
と
し
て
働

く
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仲
亀　
２
０
２
０
年
に
日
本
医

療
福
祉
生
協
連
か
ら
２
０
３
０

年
に
向
け
て
医
療
生
協
が
目

指
し
て
い
く
ビ
ジ
ョ
ン
が
示

さ
れ
、
香
川
医
療
生
協
で
も

２
０
２
１
年
度
か
ら
の
新
５
か

年
計
画
案
が
決
定
さ
れ
、
今
年

の
総
代
会
に
提
案
が
さ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
か
ら
10
年
を
見

据
え
た
香
川
医
療
生
協
の
今
後

の
活
動
の
柱
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

北
原　

医
療
福
祉
生
協
連
で

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う

の
を
打
ち
出
し
て
い
る
わ
け
で

す
け
ど
も
、
そ
の
中
に
は
４
つ

の
大
き
な
柱
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
一
つ
が
香
川
医
療
生
協
に

と
っ
て
も
目
指
す
べ
き
方
向
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
医
療
・
介
護
・
福

祉
活
動
を
中
心
に
し
て
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
け
ど
も
、

そ
こ
か
ら
地
域
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
一
番
重
要
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
か

に
そ
の
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
続
け
ら
れ
、
健
康
も
守
っ
て

活
き
活
き
と
活
躍
で
き
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

の
一
翼
を
、
香
川
医
療
生
協
の

よ
う
な
団
体
が
担
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
た
め
の
人
材
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
れ
は
職
員
を
育
成
し
て

い
く
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す

し
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
が
さ

ら
に
地
域
の
中
で
活
き
活
き
と

活
動
を
広
げ
て
い
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
香
川
医
療
生

協
が
も
っ
と
大
き
く
発
展
し
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
責
任

者
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

緊
張
は
し
ま
す
け
れ
ど
、
や
り

が
い
を
持
っ
て
楽
し
く
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲
亀　
最
後
に
今
後
の
理
事
長

と
し
て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

北
原　
こ
こ
２
年
ぐ
ら
い
は
、

や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
こ
と
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
例

え
ば
、
平
和
病
院
が
地
域
の
中

で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
を
積
極
的

に
担
っ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て

地
域
の
中
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
と
い
い
ま
す
か
、
地
域
医
療

の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て

い
る
こ
と
、
実
際
役
割
を
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確

認
で
き
ま
し
た
。
同
じ
よ
う

に
、
私
が
勤
め
て
い
る
協
同
病

院
や
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
み

き
診
療
所
、
善
通
寺
診
療
所
で

も
同
じ
よ
う
に
発
熱
外
来
を
し

て
い
ま
す
し
、
何
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
精
力
的

医療生協の事業の発展のため「毎月増資」「年1回以上の増資」にご協力下さい。出資金のお問い合わせは事業部へ【☎︎087-833-8956】

仲亀編集委員長

北原理事長
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さ
ん
の
対
応
に
は
と
て
も
感
謝

し
つ
つ
、
ま
だ
ま
だ
改
善
を
お

願
い
し
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
平
和
病
院
の
現
状
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

原
田　

外
来
診
療
に
関
し
て

は
、
待
ち
時
間
の
問
題
な
ど
す

ぐ
に
は
診
て
も
ら
え
な
い
、
曜

日
に
よ
っ
て
い
つ
も
診
て
も

ら
っ
て
い
る
医
師
に
診
て
も
ら

え
な
い
な
ど
の
状
況
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
の
医
師
体
制
の
中

で
鋭
意
努
力
は
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
救
急
患
者
や
入
院
の

対
応
に
関
し
て
は
、
力
不
足
な

が
ら
も
で
き
る
だ
け
断
ら
ず
、

ス
タ
ッ
フ
全
員
、
必
死
で
頑

張
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
利
用
者
の
方
の
要
望

に
応
え
な
が
ら
、
経
営
も
支
え

て
い
く
取
り
組
み
の
中
で
、
各

部
署
と
も
人
員
管
理
の
適
正
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
職
員

の
入
れ
替
わ
り
も
一
定
あ
り
ま

し
た
の
で
、
利
用
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
対
応
に
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

川
西　
１
９
８
４
年
の
移
転
新

築
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
、

平
和
病
院
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

検
討
が
必
要
な
時
期
に
な
っ
て

き
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
平
和
病
院
を
ど
の
よ

う
な
病
院
に
し
て
い
き
た
い
か

抱
負
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

原
田　
病
院
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
関
し
て
は
、
職
員
だ
け
で
検

討
を
進
め
て
い
く
の
で
は
な

く
、
い
ろ
ん
な
方
々
か
ら
思
い

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
他
県
の

医
療
生
協
で
は
、
病
院
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
、
地

域
の
組
合
員
の
方
と
の
意
見
交

換
を
何
回
も
行
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
る
と
聞
き
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
方
に
検
討
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
展

開
し
て
、
名
実
と

も
に
地
域
の
想
い

が
詰
ま
っ
た
、
自

分
た
ち
の
病
院
だ

と
実
感
で
き
る
よ

う
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。「
特
に
用

事
が
な
く
て
も
地

域
の
人
が
ふ
ら
っ

と
立
ち
寄
り
た
く
な
る
」、
病

院
が
そ
ん
な
拠
点
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

今
後
も
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
、
い
わ
ゆ
る
地
域
医
療
の

拠
点
と
し
て
平
和
病
院
を
大
き

く
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
し
、
そ
の
人
が
健
や
か

な
と
き
も
病
め
る
と
き
も
そ
の

人
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
よ

う
、
人
権
を
大
切
に
す
る
病
院

で
あ
り
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
西　
原
田
院
長
が
お
っ
し
ゃ

ら
れ
た
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
想

い
が
詰
ま
っ
た
病
院
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
し
、
自
分
た

ち
の
病
院
と
思
え
る
人
が
増
え

れ
ば
、
病
院
を
利
用
す
る
回
数

も
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、
様
々

な
活
動
へ
の
関
わ
り
も
増
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

原
田
院
長
の
こ
れ
か
ら
の
活

躍
に
と
て
も
期
待
し
て
い
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「居場所づくり」など応援、ご協力いたします。お気軽にご相談下さい。【連絡先：組合員活動部　☎087-833-8115】

川西委員長

原田医師

フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
基
本
い

ろ
い
ろ
な
食
材
を
食
べ
る
事
が

大
切
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
体

に
必
要
な
栄
養
素
を
ま
ん
べ
ん

な
く
補
う
事
が
出
来
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
特
に
血
液
、
筋
肉
、

骨
な
ど
の
材
料
と
な
る
タ
ン
パ

ク
質
が
豊
富
に
取
れ
る
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
ま
す
。

《
作
り
方
》

①
鮭
に
、
塩
、
こ
し
ょ
う
を
ふ

る
。

②
じ
ゃ
が
芋
は
、
茹
で
て
つ
ぶ

す
。
た
ま
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切

り
に
し
、
つ
ぶ
し
た
じ
ゃ
が

芋
と
混
ぜ
、
バ
タ
ー
、
牛

乳
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
粉
チ
ー

ズ
で
味
を
つ
け
る
。

③
①
の
魚
に
ポ
テ
ト
を
の
せ
、

焼
く
。

（
ひ
と
く
ち
メ
モ
）

鮭
の
赤
い
身
の
色
は
ア
ス
タ

キ
サ
ン
チ
ン
と
い
う
色
素
で
、

抗
酸
化
作
用
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
粉
チ
ー
ズ
を
使
用
し
ま
し

た
が
、
苦
手
な
人
は
入
れ
な
く

て
も
美
味
し
く
頂
け
ま
す
。
ま

た
、
ハ
ム
や
ゆ
で
卵
を
刻
ん
で

入
れ
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
タ
ン

パ
ク
質
を
更
に
取
る
事
が
で
き

オ
ス
ス
メ
で
す
。

《
作
り
方
》

①
オ
ク
ラ
は
茹
で
ス
ラ
イ
ス
、

山
芋
は
皮
を
む
き
、
す
り
お

ろ
し
て
お
く
。

②
器
に
す
べ
て
の
材
料
を
き
れ

い
に
盛
り
合
わ
せ
わ
さ
び
醤

油
を
か
け
る
。

（
ひ
と
く
ち
メ
モ
）

納
豆
は
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質

で
あ
る
と
と
も
に
、
ビ
タ
ミ
ン

B1
、
B2
、
食
物
繊
維
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
納

豆
の
ネ
バ
ネ
バ
に
は
血
栓
を
溶

か
す
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

高
松
平
和
病
院
管
理
栄
養
士

　
穴
吹
久
美
子

フ
レ
イ
ル
予
防
レ
シ
ピ

鮭のポテト焼き	 材料（1人分）
生鮭…………………… 70g（一切れ）
たまねぎ………………………… 10g
バター…………………………… 1.5g
じゃが芋………………………… 40g
牛乳………………………………… 4g
マヨネーズ………………………… 5g
粉チーズ…………………………… 5g
塩こしょう……………………… 少々

マグロの納豆和え	 材料（1人分）
マグロ（刺し身）………………… 40g
納豆……………………………… 40g
オクラ…………………………… 20g
山芋……………………………… 20g
温泉卵………………………… 1個分
かつお節…………………………… 1g
しょうゆ………………………… 適量
わさび…………………………… 少々
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一
人
で
も
多
く
、
笑
顔
で

最
期
の
時
を
過
ご
せ
る
世
の
中
に

高
松
市　

伊
丹
秀
子

秋
号
の
「
最
期
ま
で
家
で
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
て
」
を
読
ん
で
、
素
晴
ら

し
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
、
笑
顔
で
最
期
の

時
を
過
ご
せ
る
世
の
中
に
な
っ

て
欲
し
い
で
す
。
一
人
で
苦
し

む
の
は
寂
し
す
ぎ
ま
す
。
み
ん

な
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
！

お
話
が
で
き
た
時
が

す
ご
く
う
れ
し
い

高
松
市　

荻
山
順
子

平
和
病
院
の
院
内
で
「
み
ん

な
の
健
康
」
を
見
て
、
私
も
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
お
う
と

思
い
、
今
日
に
至
っ
て
ま
す
。

ポ
ス
ト
投
函
が
な
く
、
ピ
ン
ポ

ン
で
一
言
お
話
が
で
き
た
時
は

す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
最
初

20
軒
だ
っ
た
の
が
、
今
は
13
軒

で
す
。
部
数
が
減
ら
な
い
こ
と

を
願
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

栗
林
こ
ど
も
食
堂

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

高
松
市　

太
田
隆

孫
（
小
1
）
が
「
栗
林
こ
ど

も
食
堂
」
を
大
変
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
か

ら
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
し

た
こ
と
を
活
き
活
き
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

後
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
は
難
し
い

高
松
市　

正
木
幸
子

頭
と
身
体
の
体
操
。
数
字
の

逆
唱
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し

た
が
、
右
手
で
グ
ー
、
チ
ョ

キ
、
パ
ー
の
い
ず
れ
か
を
出

し
、
そ
れ
に
対
し
て
左
手
で

「
勝
ち
」
を
出
し
た
り
、「
負

け
」
を
出
し
た
り
す
る
後
出
し

じ
ゃ
ん
け
ん
は
結
構
難
し
か
っ

た
で
す
。

介
護
予
防
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す

丸
亀
市　

髙
島
秀
則

家
族
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た

め
に
も
介
護
予
防
を
意
識
し

て
、
近
く
の
山
に
お
弁
当
持
参

で
妻
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

畑
仕
事
に
頑
張
っ
て
い
ま
す

さ
ぬ
き
市　

小
西
玲
子

平
和
病
院
で
母
が
膝
の
手
術

を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
、
畑
仕
事

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

3カ月に1回　ご近所5〜10軒の機関紙手配り・高齢者見守り活動にご協力ください。【連絡先：組合員活動部　☎087-833-8115】

�

①　
下
の
絵
に
は
５
つ
の

ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
ハ
ガ
キ
に
右
側

の
絵
だ
け
貼
っ
て
、
ま

ち
が
い
箇
所
に
赤
色
印

を
つ
け
て
下
さ
い
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
ご
記
入
の
上
、
身
近

な
出
来
事
、
ご
意
見
、

ご
感
想
な
ど
何
か
「
一

言
」
を
添
え
て
ご
応
募

下
さ
い
。
ご
意
見
・
ご

感
想
は
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
匿
名
希
望
の
方

は
、
そ
の
旨
を
お
書
き

下
さ
い
）。

②　
〆
切　
２
月
末
日

③　
抽
選
で
６
名
様
に
粗
品
進
呈
。

④　
当
選
者
は
紙
面
で
発
表
し
ま
す
。

⑤　
宛
先　
〒
七
六
〇 – 

〇
〇
七
一　
高
松
市
藤
塚
町
一–

一
七  –

一

香
川
医
療
生
協
組
合
員
活
動
部
内

　
『
み
ん
な
の
健
康
』
編
集
委
員
会

秋
号
の
応
募
は
43
通
で
、
正
解
は
40
通
で
し
た
。
抽
選
の
結

果
、
次
の
6
名
の
方
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

荻
山　
順
子　
高
松
市	

森
本
美
恵
子　
高
松
市

吉
田　
旭
子　
高
松
市	

酒
井　
碩
之　
高
松
市

多
田　
武
弘　
さ
ぬ
き
市	

村
山　
治
子　
丸
亀
市

ⓒ
Ｍ
Ｙ
介
護
の
広
場

お
た
の
し
み
ク
イ
ズ

読
者

よ
だ

り
冬 号

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
て
久
し
い
中
、
骨
粗
鬆
症
の

方
は
1
千
万
人
、
予
備
軍
を
入

れ
る
と
2
千
万
人
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
骨
粗
鬆
症

の
正
確
な
診
断
と
早
め
の
治
療

の
た
め
に
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ａ
（
骨
密
度

測
定
装
置
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

寝
台
の
上
に
仰
向
け
に
寝

て
、
腰
と
股
関
節
の
単
位
面
積

当
た
り
の
骨
量
を
測

り
、
プ
リ
ン
ト
し
て
お

渡
し
し
ま
す
（
検
査
時

間
は
約
15
分
で
す
）。

加
え
て
今
回
導
入
す
る

機
種
は
、
筋
肉
量
も
測

定
で
き
る
上
位
機
種
に

な
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症

の
薬
は
、
半
年
に
1
回

の
注
射
が
で
き
る
な
ど

日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。

次
に
Ｃ
Ｔ
で
す
が
、

検
出
器
が
16
列
か
ら
80

列
に
な
り
、
新
し
い
機

能
も
搭
載
さ
れ
ま
し

た
。
特
徴
は
、
①
撮
影

時
間
が
短
縮
で
き
る
、

②
被
ば
く
線
量
が
削
減

さ
れ
る
、
③
金
属
が

あ
っ
て
も
き
れ
い
な
画

像
が
撮
影
で
き
る
こ
と

な
ど
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
安
全
か
つ
、
高
精
度
な
画
像

診
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。元

気
で
長
生
き
す
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
健
康
班
会
な
ど
地
域

で
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
早
め
に
お
気
軽

に
平
和
病
院
を
受
診
し
、
ご
相

談
下
さ
い
。

（
高
松
平
和
病
院
放
射
線
科
）

平
和
病
院
は
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ａ（
骨
密
度
測
定
装
置
）の

導
入
と
Ｃ
Ｔ
の
更
新
を
し
ま
し
た
！新しい機能も搭載された新型CT 筋肉量も測定可能なDEXA
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診 療 案 内 担当医師については、急な変更もありますので、
事前に各事業所へお問い合わせ下さい

高 松 平 和 病 院 （救急指定病院） 代表電話:087−833−8113（下記の直通電話をご利用下さい）

2022年１月１日現在

高 松 協 同 病 院 ☎（087）833−2330

■内科・リハビリ科　

月 火 水 木 金 土

午前 9 :00 〜 12 :00 津島 楠原 阪梨 担当医 津島（第1のみ）

北原孝
津島（第1・3・5）

北原孝（第2・4）

午後 3 :00 〜 5 :00（月・水）
　　 3 :00 〜 6 :00（金）

津島 阪梨 津島（第1のみ）

■整形外科　⃝午後の診療はありません。

月 火 水 木 金 土
午前　9:00 〜 12 :00 栗生 栗生

へいわこどもクリニック ☎（087）835−2026　病児保育はとぽっぽ ☎087−835−2065
月 火 水 木 金 土

午 　　　前 9:00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 13 :00
午 　　　後 4:00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00

⃝月・火・水・金午後1:30 〜 4:00は、乳幼児健診、予防接種、専門外来などを行っています。

善 通 寺 診 療 所 ☎（0877）62−0311
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 藤原 安田 藤原 藤原 藤原 藤原/安田
午後　3:00 〜  6 :00 藤原 （訪問診療） 藤原 （訪問診療） 安田

⃝火・木午後は往診を行っています。

生 協 み き 診 療 所 ☎（087）891−0303
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :00 田中（内科） 田中（内科） 田中（内科） 担当医（内科）
田中（訪問診療） 田中（内科） 田中（第1・3）

植本真（第2）

午後　3:00 〜  6 :00 （訪問診療） 津島（内科）
（訪問診療） （訪問診療） （訪問診療） 担当医（内科）

（訪問診療）
※第4・第5土
曜日は休診

生 協 へ い わ 歯 科 ☎（087）837−6480
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 尾平野・砂田 担当医※
午後 12 :30 〜  6 : 30 尾平野・砂田 尾平野・砂田 担当医※
午後　6:30 〜  8 : 00 尾平野 砂田

⃝受付は診療終了時間の30分前まで。　⃝月・火は訪問診療もしています。　※土曜は午後1:00までと午後2:00 〜 5:00まで。

月 火 水 木 金 土

内 科
☎833-8114

午　前
9:00 〜 12 :00

蓮井・安田
豊岡・植本真

高木
担当医

植本一
佐藤龍・高木

高木・担当医
原田・安田（第2・4）

豊岡・原田
担当医・蓮井

担当医
（一診・二診）

午　後
3:00 〜 5 :30

高木・佐藤龍 
 植本一・安田

何森晶（4 : 00 〜 5 : 30）
原田・植本真 担当医 担当医

乳 腺 外 来
☎833-8113

午　前
9:00 〜 12 :00 何森亜 何森亜

（第1・3・5） 何森亜

⃝乳腺外来は午後休診です。

緩 和 ケ ア
相 談 外 来
☎833-8113

午　前
9:30 〜 10 :30

蓮井
（予約要）

午　後
 15:00 〜 16:00

大西
（予約要）

大西
（予約要）

整 形 外 科
☎833-8113

午　前
（予約優先）

真鍋（当日受付）
中平 中平 真鍋 真鍋（第2・4・5） 中平 真鍋（第1・3）

中平（第2・4・5）

午　後
 3 : 00 〜 5 :00

（完全予約制）
田賀谷

緩 和 ケ ア
相 談 外 来

大西 月 15 :00〜16 :00
水 15 :00〜16 :00

蓮井 木 ９:30〜10 :30

乳 腺 外 来 何森亜
火 ９:00〜12 :00
第1・3・5水 ９:00〜12 :00
木 ９:00〜12 :00

禁 煙 外 来 佐藤龍 金 16 :00〜17 :00
肛 門 外 来 豊岡 水 16 :00〜17 :00
脳 外 外 来 第2・4金 14 :00〜16 :00

●　専　門　診　療　●

★
診
療
体
制

に
つ
い
て

●内　　科 ・午前の予約をお取りでない方の受付時間は12時までとさせていただいております。
・午後の予約をお取りでない方の診療開始時間は3時からです。

●整形外科
・診察は予約制となっていますが、8：30から9：30まで当日受付も行っています。
・予約外の患者さまは待ち時間が長時間になりますのでご理解のほどよろしくお願いします。
・第₁・₃木曜日は休診です。

診察予約・お問合わせは各科
直通電話をご利用下さい

外
来
部
門

【受付時間】
内科

平日 9:00 ～ 17:30　
土曜 9:00 ～ 12:30

乳腺外来
平日 9:00 ～ 17:00　
土曜 9:00 ～ 12:30

緩和ケア相談外来
平日 9:30 ～ 16:00

整形外科
平日 11:00 ～ 17:00　
土曜 11:00 ～ 12:30

医事課 ☎ 087 - 833 - 8112
内　科 ☎ 087 - 833 - 8114

入
院
部
門

【受付時間】9:00 ～ 21:00
3 病棟 ☎ 087 - 833 - 8895
4 病棟 ☎ 087 - 833 - 8912

健
診
部
門

【受付時間】
平　日 9:00 ～ 17:00
土曜日 9:00 ～ 12:30
健康づくり課 ☎ 087 - 833 - 8524

内
　
　
科

循 環 器
高 血 圧 高木医師の外来担当時に診察いたします。

肝 臓 蓮井医師の外来担当時に診察いたします。

消 化 器 蓮井・豊岡医師の外来担当時に診察いたします。

呼 吸 器 原田医師の外来担当時に診察いたします。

糖 尿 病 金午後。香大医師が担当いたします。

〈高松平和病院エリア〉
介 護 老 人 保 健 施 設「 虹 の 里 」
☎（087）862 − 6541

介護支援センター「ほのぼの」
☎（087）862 － 6516

訪問看護ステーション「ひまわり」
☎（087）862 － 1039

デイサービスセンター「はーもにー」（太田）
☎（087）815 － 5631

デイサービスセンター「はーもにーぽっぽ藤塚」
☎（087）813 － 1621

ヘルパーステーション「はーもにー」
☎（087）815 － 5651

居宅介護支援事業所「はーもにー」
☎（087）888 － 7175

〈高松協同病院エリア〉
デ イ サ ー ビ ス 協 同
☎（087）833 － 2347

介 護 支 援 セ ン タ ー 協 同

☎（087）812 － 5502
高松協同病院通所リハビリテーション

☎（087）833 － 2401
高松協同病院訪問リハビリテーション
☎（087）833 － 2416

デイサービス「はーもにー六条」（民家型）
☎（087）887 － 2603

〈善通寺診療所エリア〉
訪問看護ステーション「ほがらか」
☎（0877）56 － 5566

ヘルパーステーション「ほがらか」
☎（0877） 56 － 5578

〈生協みき診療所エリア〉
訪問看護ステーション「みき」
☎（087）891 － 0503

ヘルパーステーション「みき」
☎（087）891 － 0532
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「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」「国民のいのちと健康を守るための国会請願署名」にご協力下さい【組合員活動部　☎087-833-8115】

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
我
慢
、
我
慢
の
年
で
し

た
よ
ね
。
今
年
こ
そ
は
健
康
で

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

香
川
民
主
医
療
機
関
連
合
会

会
長
の
大
西
和
子
で
す
。
善
通

寺
診
療
所
で
理
学
療
法
士
を
し

て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の
お

宅
に
訪
問
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を

行
っ
て
い
ま
す

私
た
ち
は
、
日
本
医
療
福
祉

生
活
協
同
組
合
連
合
会
と
、
全

日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
と

い
う
全
国
組
織
に
加
盟
し
て
い

ま
す
。
私
は
、
全
日
本
民
主
医

療
連
合
会
（
民
医
連
）
の
香
川

の
代
表
で
す
。
民
医
連
は
、
無

差
別
平
等
の
医
療
・
福
祉
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
組
織
で
す
。

い
の
ち
を
守
り
、
政
治
を

変
え
よ
う
と
取
り
組
ん
だ
昨
年

昨
年
、
香
川
民
医
連
で
は
、

前
半
は
「
75
才
以
上
の
窓
口
負

担
２
倍
化
反
対
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
特
に
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
行
動
に
は
、
の
べ
４
０
０
人

の
職
員
・
組
合
員
の
方
・
革
新

懇
加
盟
団
体
の
皆
さ
ん
・
立
憲

野
党
の
皆
さ
ん
と
の
共
同
行
動

に
発
展
し
ま
し
た
。
５
月

に
は
、
浜
田
県
知
事
と
北

原
香
川
民
医
連
会
長
（
当

時
）・
原
田
高
松
平
和
病

院
副
院
長
（
当
時
）
が

「
病
院
・
介
護
事
業
所
職

員
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
施
」
を
求
め
る
要

請
で
懇
談
し
、
マ
ス
コ
ミ

取
材
も
受
け
ま
し
た
。
後

半
は
「
患
者
、
利
用
者
、

そ
し
て
私
た
ち
自
身
の
た

め
に
取
り
組
も
う
～
い
の

ち
を
守
る　
Ｇ
Ｏ 

Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」

と
い
う
こ
と
で
、「
衆
議
院
選

挙
に
行
こ
う
」
と
職
員
、
組
合

員
の
方
、
患
者
さ
ん
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

職
員
は
、
人
権
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
学

習
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
参

政
権
に
つ
い
て
学
習
を
行
い
、

い
の
ち
を
守
る
取
り
組
み
と
し

て
の
選
挙
の
重
要
性
を
実
感
し

ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
は
、
憲

法
や
社
会
保
障
を
大
事
に
す
る

議
員
が
増
え
る
ま
で
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
た
ち
の

取
り
組
み
は
無
駄
で
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

３
つ
の
請
願
署
名
に

取
り
組
み
ま
す

今
後
の
課
題
は
、
ま
ず
は
３

つ
の
請
願
署
名
に
取
り
組
み
ま

す
。「

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
を
実
現
し
、
国
民
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
国
会
請

願
署
名
」

「
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的

転
換
を
求
め
る
請
願
署
名
」

「
高
齢
者
の
人
権
・
命
・
健

康
を
脅
か
す
75
歳
以
上
の
医
療

費
窓
口
負
担
２
割
化
中
止
を
求

め
る
請
願
署
名
」
で
す
。
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
大
き
な
波
を

昨年10月に行ったスタンディング行動

善診に福来る！
大判小判ざっくざっく
善通寺診療所通所
リハビリテーション
私達を笑顔で迎えてくれます。
いい年になりますように～！！

新春「寅」
デイサービス　
は～もに六条
デイサービスは～もに六条は、
昨年11月よりリニューアルを
行いました。
ぜひ一度ご見学にいらして下
さい。

寅年のリース
デイサービス協同

新年の寅年にちなんで、利用者様と寅年のリースを作成しました。

長生きしたいが（タイガー）
生協みき診療所通所リハビリテーション

病気しとら（虎）ん、転んどら（虎）ん！長生きしたいが（タイガー）！

う
ち
の
自
慢
の

新
春
作
品

香川民主医療機関連合会
会長　大西和子


